
退任非常勤講師から

飯塚　章

昔の学生からのメッセージ

何を話したら良いのか不安がな

くもなかった。初めて学生を前

にした時、「こんなに幼かった

のか」との印象であった。懐か

しみながら自分の学生時代の事

を思い起こし、その事から話し

始めた。それから一人一人に

「何で建築科に入ったの？」と

か「設計に興味があるの？」と

か素朴なことを訪ねてみた。３

年の前期であったが、驚いた事

に殆どの学生が設計者になりた

いとの希望であった。

次の授業の時、課題の説明の合

間に今抱えている仕事のことを

話してみた。すると意外にも全

員が静まり返って席を向き直

した。

この心地よい体験で私の不安は

消え、方針が決まった。自分を

有り体に話す事にした。

そしてこの時に作品見学の事を

思い立った。実は私が見たかっ

たからだが、学生たちがどんな

反応をするか知りたくもあっ

た。大学近くにある建築家達の

作品である。

私が担当したのは前期が３年

生、後期が２年生、それぞれ２

課題ずつ。最初の方の授業にこ

の見学会をあてた。１課題２作

品程度、出来れば課題にあった

作品を選ぶ事にした。

さすがに実物は強力な助っ人で

あった。授業中の会話も滑らか

になり、良くも悪くも課題作品

にその事が物語られていた。

こちらから向けた話の一つに地

球環境のことで「建築は粗大ゴ

ミで、それに関わった建築家も

罪人である」という話をした事

があった。この時も学生の目が

輝いた。

同じ立場に立ち、デザイン以前

の共通のテーマが「建築」「設計」

の切り口になるものと思った。

この６年間、自分の学生時代を

回想することがしばしばであっ

た。無意味に比較しながら学生

を見ていた。そしてもう一つ、

かつての志を思い返しながら現

在の自分を見ていた。この紙面

で詳しく話すものではないが、

恐らく私と同じ様な立場にある

建築家は、その在りし日の志に

比べ、如何ともしがたい不本意

さを味あわされているのではな

いだろうか。対社会への無力感、

疎外感、閉塞感、幾分は建築分

野の持つ宿命かも知れないが、

ここ十数年来、着実に変質して

きている建築界、企業一辺倒の

生産体系になってしまった。

この事、そのものに批判的であ

る建築家は、徐々に社会的立場

を追われている。理念と現実の

狭間で建築家は厳しい状況下に

ある。

学生達の前に立ち、建築家、設

計者の理念を説き、羨望の視線

を感じた時、現実の問題におい

て、多少なり罪の意識を感じる

事があった。

大学という教育の場も変わって

きたように思う。偏差値教育は

マス教育に好都合であり、マス

教育は社会適合教育、専門技術

学校化の道を辿る。組織、企業

社会への育成機関になってきた

ように思われる。

この６年、学生達について感じ

た事も、情報や技法にいやに敏

感ではあるが反面、物の本質を

問う事を嫌い、考える事を苦手

とする体質。設計に意欲を持つ

学生が、そろってコンペ、コン

ペと騒いでいる姿は象徴的なも

のと写った。

敢えて言うなら技術や手法より

デザイン、そのデザインよりも

さらに広義に捉え個人の理性ま

で広げる。表現の最初は話す事。

話す場をつくり出す。かつて

我々が日常的に学生の間で行っ

た話し合いの場はどこに消えて

しまったのだろうか。

最後に結果として学生より私の

方がずっと勉強になってしまっ

たのは皮肉である。

学生一人一人には物足りなくと

も、全体が放つ無言の時代性の

如き表現は何より刺激的で今な

お考えさせられている。又、予

測もしなかった事であるが、私

と同じ立場にある何人もの建築

家達と知り合い、作品を見せ合

う仲間にまでなった事も何より

も嬉しい事であった。

―――――――――――――――

今村　雅樹

デザインの可能性にむけて

20世紀の大実験も終盤になり

それなりの大きな成果がみられ

ると同時に、歪みもはっきりし

てきました。果たしてこの『近

代』というスタディは私たちに

幸せな社会をもたらしたのでし

ょうか、それとも不安な未来を

提示したのでしょうか、いろい

ろな意見があると思います。

科学の力の恩恵で生活のスピー

ドは早く、24時間をフル活動

でき、空間と空間は接近したよ

うにさえ感じられます。豊富な

モノに対し、最近の社会的事件

をみると反対に人の『心』には

ゆとりがなくなったようにも思

われます。また今の人間は皆の

ことではなく、特に「自分のこ

と」を主張するようになりまし

た。近代が均質なものを目指し

てきた結果の反動なのでしょう

か、ミーイングな集合としての

社会になりつつあり、それで良

しとする考えの人もいます。す

こし寂しい気がします。本当に

建築や都市もその延長線上にあ

っていいのか、それともさらに

新しい社会の前進を求めるの

か、君達が社会にでて設計をす

る頃には新しい「社会」の枠組

みを設定しなくてはなりません。

社会が変わろうとしている今を

斜に構えないで積極的に前向き

に社会創造に参加して欲しいと

願います。そして今までの古い

枠組みの「建築家」像にとどま

らず、新しいタイプの「建築家」

像を提示してください。空間を

創造する仕事は、未来永劫なく

ならないでしょうから、新しいデ

ザインを共に創造しましょう。

―――――――――――――――

高　俊民

６年間を経ての“WISH LIST”

６年間日大で４年生の「設計演

習Ⅱ」（選択）の１ユニットを

担当させていただき、私にとっ

ては初めて日本において建築家

の“養成の現場”を拝見する機

会にもなった。結果、無理は承

知で“このようなことができれ

ばいいな”と端的に思ったこと

をいくつか挙げてみたい。

最初に、建築学科において学生

によりしっかりとした使命感と

アイデンティティーを養育でき

ないだろうかという点を挙げた

い。建築学科が４年制度の理工

学部の一学科にすぎない位置付

けにまず問題があろうが、建築

のカリキュラムの中で設計・計

画系コースが他の講座とほぼ同

等に扱われ、本来アーキテクト

になるためには全ての知識がデ

ザイン（定義を再考する必要が

あるが）に集約されるというス

タンスをより明快に打ち出せた

らと思う。よって、現状では不

幸にも建築デザインの重要性や

よろこびを見出せないまま、

「設計製図Ⅰ～Ⅲ」をこなした

程度で建築学科を卒業する人も

少なくないはずだ。アーキテク

トが必要とするのは個人的志向

や技術に止まらず、より総合的

な思考力と倫理観を備えたプロ

フェッショナルであり、間もな

くグローバリゼーションが進む

ことによって、これらの要素が

深刻に問われることになろう。

また、学生が日頃大学で建築を

学ぶ過程で彼らが集う作業スペ

ース（“Studio”のような）が

身近に与えられてないことも残

念に思う。デザイン作業の大半

が各々の自宅で行われていると

すると、彼らはどこで建築、人

生観、その他諸々のことを楽し

く、時には熱く語り、議論し、

確かめあいながら学び、向上し

ていくのだろう。ましてCAD

が欠かせないツールとしてます

ますデザインプロセスに進出し

てくる中、有志と同じ所で手を

動かし、口を使ってコミュニケ

ートすることは、常識と思考力

を保つためにもより欠かせない

ことと思う。

つぎに思うことは、建築を志し

ても所詮適す人とそうでない人

がいると同時に、偏差値の成績

がきっかけで理工学部に入学す

る結果になったというケースも

聞く。この事実を認識して、建

築学科では成績のみに頼らず入

学を許すかは慎重に判断すべき

である。加えて、たとえ途中で

疑問を抱くことになったら、他

の専攻に支障なく移れるシステ

ムをつくるべきだろう。少しで

も間違った道を歩まざるをえな

いような悲劇をなくすことは、

最終的にはより優秀なアーキテ

クトを養成できることにも繋が

るのではないだろうか。

最後に、６年間大学で講師とし

て務められたことは、私にとっ

て正に勉強と発見の連続でもあ

った。この貴重な経験はアーキ

テクトとして、人間として授か
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った恵みであり、大切にしてい

きたい。長年ご指導いただいた

関澤教授をはじめとする諸先生

方に心から感謝いたします。

―――――――――――――――

染谷　正弘

非常勤講師を終えて

電車の車窓に映る街並みを見な

がら、小さく切り取られた空し

か見えない街なかを歩きなが

ら、いつも思うことがあります。

ビルや家々が、雑然、混然と建

ち並ぶだけの日本の都市、特に

東京を中心とする大都市圏は、

景観として街並としてどうして

こうも美しくないのだろう……

と。特にヨーロッパ諸都市を旅

しての帰国直後は、本当に悲し

くなるばかりです。

都市を構成するひとつひとつの

建物には、必ず設計者がいて施

工者がいます。僕もそのひとり

です。もうすでに数十件もの建

築をこの首都圏に設計していま

すから、僕にもその責任の一端

があります。そうした僕が、

21世紀の都市づくりを担うで

あろう建築学科の学生を６年間

も指導してきたことになります。

ただ、そうした自責の念をバネ

に、新しい人材育成に期待を込

めて、学生達に接してきたつも

りです。そして、「教える」の

ではなく、ひとりひとりの学生

に秘められた能力を可能な限り

引き出し、その能力にほんの少

しだけ指針を与え、建築や都市

について徹底的に考えてもら

う、同時に建築への「愉しみ」

を体感してもらう、そうした思

いをもって毎週キャンパスに通

いつづけました。

私たちが日々その真っ只中に暮

している都市空間は、いまもス

クラップアンドビルドを繰り返

し増殖し続けています。実は、

そうした街づくりに、設計者や

施工者以上に大きな役割を担っ

ている人達がいます。いうまで

もなく建主であり、建設の発注

側に立つ人達です。特に、それ

を業とするデベロッパーの役割

は、その建設（供給）量からし

てとても大きいと思われます。

彼らにとって建設空間は何より

も「商品」であり、経済原則が

最優先されます。その是非を問

うことは、この社会に生きてい

る限り無意味です。ただ、「商

品」を大量供給する発注側の立

場にあるのだからからこそ、経

済原則に従いながらも「商品」

の質つまりは建築そして都市空

間のありようへの眼差しを持ち

続けることが、彼らの役割であ

り責任でもあると思います。設

計者や施工者を選択決定すると

ともにデザインの最終決定権も

彼らにあるのですから。

これまで本校では、設計者や施

工者という「受注」側の人材育

成が主になされてきたように思

います。21世紀の都市空間づ

くりに向け、民間レベルでの

「発注」側にたつ人材育成こそ

がこれから特に求められるよう

に思えてなりません。本校の教

育指導方針にそうした視点が反

映されることを期待していま

す。デベロッパーからの設計依

頼の多い設計者として、非常勤

講師として、６年間を経て、僕

はいまひしひしとそうしたこと

を感じています。

―――――――――――――――

西野　善介

日大の６年間を終えて

毎週設計演習の日になると、聖

橋の坂を小走りに下りながら、

今日の彼はどんな案をもってく

るだろうかと思うのが楽しみで

もあった。そして教室で、先週

の段階からの発展を聞かせても

らうのがとても快感であった

が、一方、全く進展していない

人、あるいはプログラムの入り

口を見失って「先生、どうした

らいいでしょうか」と言われて、

私も一瞬言葉を失ったことな

ど、今となってはいい思い出と

なった。

一人一人の感性の違い、また計

画に対するアプローチの姿勢の

違いを、瞬時に見抜き、的確な

アドバイスをすることが、この

講師の仕事としたら容易なこと

ではないと、むしろ彼らに教え

られた６年間であった。また、

講評会での経験豊かな先生方の

批評はなるほどこういう見方も

あるのかととても参考になった。

私の設計演習の課題は実在する

敷地に計画するという出題方法

をあえて採用し、出来るだけ具

体的なリアリティをそのプログ

ラムに求めていった。それは私

の育った坂倉的あるいはプラテ

ィカルな手法から、建築を見据

えて、よりよく洗練していくこ

との有効性に無縁ではないかも

知れない。

ともあれ長く、短い６年間であ

ったが無事にその役目を終えら

れたことは、この間出会った先

生方はじめ、学生の諸氏のお陰

であります。ほんとうにありが

とうございました。そして我が

事務所を訪ねて来た学生さん

や、私と議論して眠れなかった

諸君、いつか建築の前線で良き

作品を見せてください。期待し

ています。

―――――――――――――――

橋本　功

「教えるということ」と「学

ぶということ」

２年生の後期と後半２年間の３

年生の前期も加えて、担当した

設計製図の非常勤講師の任期も

６年の歳月を経て無事終了する

ことが出来ました。振り返って

私のささやかな『建築教育』は、

学生にとって果たして意義ある

内容であったかという感慨が心

によぎります。講師の任を引受

けるにあたり自分の学生時代を

振り返り、今日求められるべき

『建築教育』についてひとしき

り考えたものでした。しかし結

局のところ教育の門外漢である

私に出来得たことは、一人の建

築家として日頃思っている私の

「建築を通して社会へ向き合う

姿勢」を語り、また建築への手

法をさらけ出し、その様から学

生が自らの考え方・姿勢を形成

するヒントを感じて貰えばとい

うことでした。具体的には製図

課題を私自身の課題と受け止

め、設計工程の作成・資料収

集・敷地調査を実施し、これら

をまとめた「基礎資料：覚えノ

ート」を学生に配布すると共に、

一方自ら敷地模型を作成し、さ

らに例案とする建築模型を作成

するなどして、設計手順に沿っ

たスタディの実技を学生の前で

披露しました。また学生の提案

に対してはトレペを重ねて一人

一人ヒアリングをしながら手を

加えるという作業を試みまし

た。この為最後の学生との対話

が終わるのは夜の10時過ぎと

いう事もあり、思えばよくぞ私

に付き合ってくれた辛抱強い学

生がいたものでした。

「デザイン」とは、広い意味で

形の洗練さ・面白さのみを追求

するものでなく、そのバックグ

ラウンドとして時代の社会生活

環境を思考し、求めるべき人と

モノとの関係を映し出す媒介と

考えます。学生が発信するデザ

インのバックグラウンドを聞き

ながらの語らいは、時には新鮮

な刺激もあり、まさに教えるこ

ととは学ぶことなりの感を胸中

ひそかに覚えたものです。６年

の歳月はこの間出会った多くの

学生一人一人の前途に思いを巡

らす心の襞を私に残しています。

――――――――――――――

山本　理顕

大学院の設計製図の課題を、も

う何年になるか忘れましたが、

見ていました。僕の出す課題が

ちょっと現実離れしていると、

多くの学生たちが思ったせいで

しょうか、その現実離れがその

ままでてしまうような回答に毎

回ちょっと参ったなあと思って

いました。これは、日大の学生

だけではなくて、他の大学でも

同じことが言えるのですが、建

築の設計に対して、自分で勝手

に枠組みをつくってしまって、

そこから絶対出ようとしないん

ですね。枠組みは多くの場合、

リアリティーとか現実感とか、

そうしたものが外側から常に与

えられるものだと、そう思いこ

んでしまうあたりにあります。

現実感なんてものは、自分でつ

くるものなのに、それが外側か

ら与えられると思っている。そ

う考えた途端に、設計の仕事の

90％ぐらいは放棄していると

一緒です。どんなに優れたアイ

デアでも、そのアイデアに現実

性がないと思われたら、絶対採

用されませんよね。あたりまえ

です。その現実性というのは、

自分でつくりあげるもんなんで

す。それをつくりあげる作業が

建築の設計というものなんで

す。リアリティーや現実感とい

うようなものが、外側から与え

られると思った途端に、その外

側から与えられた枠組みの中に

すっぽりと収まってしまうよう

なアイデアしか思いつかないも

のです。あるいはどうせ現実的

じゃないんだからといってとん

でもないアイデアをそのまま、

生のままで持ってくる。そのア

イデアに現実性を与えるという

作業を端から馬鹿にしているん

です。まあ、なめてるんでしょ

うね、どうせ、一つ建築つくっ

たところで、この現実なんてど

うにかなるというもんでもない

しなあ、と言ったところなんで

しょう。でもたった一つの建築

によって世界が変わることだっ

てあるんです。僕はそれを信じ

たいと思う。ミースの建築一つ

で、19世紀はすっぱりと始末

がついてしまった。そういうこ

とだってあるんだよ、あなたに

もできるよ、それを教えたかっ

たけど、あまりうまくいかなか

ったなあ。

―――――――――――――――

若松　久男

出会いに学ぶこと

早いもので非常勤の授業を持た

せていただいてから５年過ぎて

しまいました。仕事の都合上、

後期のみの授業でしたが、とて

も実りの多い一時でした。〈教

えることは学ぶこと〉だという

ことが正直なところの実感でし

た。合計約100名余りの学生

の皆さんが、私の授業をとって

下さり、今も時折一人一人との

対話の瞬間を想い出します。一

人一人のまなざしの中に、意欲、

迷い、悩みなど様々な気持ちを

みる思いでした。

私の授業は特に決まった課題を

設定しませんでした。課題の設

定に際し、一人一人が個性を伸

ばしてほしい。自分自身に問い

かけて、少しでも私の授業の時

間の中で、自己の感性を認識し

てほしい。課題は与えられるも

のでなく、自分で発見していく

もの。そのような主旨から、敢

えて『無題』とすることにしま

した。初めは簡単なように思わ

れたようでしたが、実は一番難

しい課題設定であったかもしれ

ません。しかし、建築のみなら

ず世界が刻々と変化していくこ

れからに臨んで、そうした〈自

己発見〉と〈０からの構築〉と

いった、自発的な問題意識と構

築能力がとても多く必要とされ

てくるように思われます。課題

に悪戦苦闘している学生のみな

さんの姿をみてきましたが、ど

のような形にせよ、この短い時

間の感触を生かして、これから

幅広く活躍されていかれること

を期待しています。

また、取りも直さず、各先生の

皆様にはいろいろな場面で大変

にお世話になりました。深く感

謝しております。個性豊かな先

生方との語らい、講評など、多

くのことを学ばせていただいた

ように思えます。幅広い視野で

活動をされてられる先生方との

お話は、私にとりまして、とて

も貴重なものとなりました。

これからも、この５年間の皆様

との〈出会い〉を大切にしてい

きたいと思います。また、どこ

かでいろいろな形で再会できま

す時を楽しみにしています。
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